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独立な2群の平均値の差の検定を用いて冷え性  

傾向の有無別に検討したところ，有意な差は認め  

られなかった．  

（2）左中指皮膚温   

図3に冷え性傾向の有無別にみた左中指皮膚温  

の平均値を示した．独立な2群の平均値の差の検  

定を用いて冷え性傾向の有無別に検討したとこ  

ろ，有意な差は認められなかった．  

数が低い傾向が認められたものの有意な差は認め  

られなかった．  
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図4 氷水漬漬時における前腕皮膚温   

※；独立な2群の母平均の差の検定香美施したとこ  

う、ユ丁分からGT分の闇に引滝水準で有意な差打も喜崇め  

られた。  
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国3 氷水浸漬時における左中指皮膚温の変化  

吉村法による抗凍傷指数の値を表4に示した．   

冷え性群でMST，TFR，抗凍傷指数が低く，TTR  

が高い傾向が見られたが，有意な差ではなかった．  

壷4   吉村法による抗；  凍傷指数の値  

平均指皮膚温  反応発現  反応発   
抗凍傷 指数    （MST）  温度  現時間  

（5to30min）  （TFR）  （TTR）   

被験者l冷えvs．非冷え   Oc   Oc   分  合計   

A   冷え   5．6   之3   9   6   

B   冷え   5．1   1．3   8   5   

C   冷え   10．6   Z9   6   8   

D   冷え   4．5   0．6   7   6   

H   非フ令え   7．1   之9   6   8   

非冷え   5．7   2   7   7   

J   非冷え   6．1   ユ9   6   7   

K   非フ令え   7．9   1．1   7   7   

）看え許平均  6．5：±2．8  1．8：±1．0  7．5：±1．3  6   
非】弔え群平均  8．7：±1．0  2．5：±1．2  6．5：±0．6  7   

（3）前腕における皮膚温   

図4に冷え性傾向の有無別にみた前腕の皮膚温  

の平均値を示した．独立な2群の平均値の差の検  

定を用いたところ、27分から67分にかけて有意  

な差が認められた．冷え性看で前腕の皮膚温が低  

くなる傾向が認められた．   

この傾向は，サーモグラフィーにおいても観察  

された（写真1）．   

（4）心拍数   

図5にノLヰ自数の平均値を示した．独立な2群の  

平均値の差の検定を用いたところ，冷え群で一対自  

写真1引き上げ前後のサーモグラフィー   
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